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市税総額
39億

7,995万円

個人市民税
15億4,296万円
（38.8％）

法人市民税
2億3,615万円
（5.9％）

固定資産税（土地）
5億4,244万円
（13.6％）

固定資産税（家屋）
7億7,054万円
（19.4％）

固定資産税（償却資産）
１億5,971万円（4.0％）

固定資産税（交付金）
3,601万円（0.9％）

軽自動車税
8,202万円（2.1％）

たばこ税
3億450万円（7.6％）

都市計画税（土地）
１億5,181万円（3.8％）

都市計画税（家屋）
１億5,381万円（3.9％）

■市税収入の内訳

■基金・地方債残高の推移

　一般会計の歳入決算額は 174 億 2,302 万円となりました。歳入の
内訳をみると、市税収入では個人市民税が対前年度比 1,394 万円の
増、法人市民税が 852 万円の増となりましたが、固定資産税が１億
1,162 万円の減となったことから、市税全体では、前年度と比べ１億
1,723 万円減の 39 億 7,995 万円となりました。
　地方交付税では、普通交付税が高齢者福祉費や社会福祉費にかか
る基準財政需要額が増額となったことなどにより、対前年度比２億
5,630 万円増の 47 億 3,855 万円、特別交付税が 1,372 万円増の８億
5,025万円となり、地方交付税の総額は55億8,880万円となりました。
　市債では、本年度も退職手当債の借り入れは行わず、臨時財政対
策債の借入額が対前年度比 3,096 万円の増、建設事業の財源とする
市債の借入額が２億 7,270 万円の減、高金利の市債の借換えの財源
とする市債が４億 900 万円の減となり、市債の借入総額は対前年度
比６億 5,074 万円減の 10 億 1,725 万円となりました。

歳入

2,302万円
174億

市税
39億 7,995万円
（22.8％）

繰越金
7億 3,088万円
（4.2％）

そのほか
（諸収入、分担金・負担金、繰入金
使用料・手数料、財産収入・寄附金）
10億 9,305万円
（6.3％）

地方交付税
55億 8,880万円
（32.1％）

国庫支出金
34億 5,940万円
（19.9％）

市債
10億 1,725万円
（5.8％）

県支出金
9億 9,640万円
（5.7％）

地方譲与税
1億1,879万円
（0.7％）

地方消費税交付金など
4億 3,850万円
（2.5％）

自主財源（33.3％）
依存財源（66.7％）

174億2,302万円
一般会計 歳入

積立金および地方債現在高（普通会計）

平成 24 年度末現在（万円） 住民一人当たり（万円）
積立金現在高 34 億 6,923 約 7.8
地方債現在高 160 億 7,511 約 36.1

（平成25年３月末住民基本台帳人口44,540人）

平成24年度

30億
273万円

30億
473万円

31億
5,903万円

32億
7,803万円

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

185億
9,621万円 181億

3,600万円 178億
2,430万円

170億
9,636万円 160億

7,511万円

基金 地方債

34億
6,923万円

平成24年度

実質単年度収
支

２億1,572万円の黒字。

平成21年度から４年連続で黒字。

地方債

現在高は160億7,511万円。

平成17年度から８年連続で減少。

積立基金

残高は34億6,923万円。

平成21年度から４年連続で増額。

PICK UP
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普通会計を

※普通会計とは、一般会計、住宅新築資金等特別会計、地域下水道事

業特別会計、公共用地先行取得特別会計を合わせたものです。

決算
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　一般会計の歳出決算額は166億5,302万円となりました。歳出
の内訳をみると、民生費では、中間東小学校余暇教室に学童保
育所を増設したことなどにより、79億9,574万円となりました。
　衛生費では、公費負担により子宮頸がんワクチン、ヒブワク
チン、小児肺炎球菌ワクチンの予防接種費用を全額助成したこ
となどにより、12億4,377万円となりました。商工費では、五楽・
虫生津工業団地への企業誘致を促進するため、団地内の用地を
購入したことなどにより、２億4,848万円となりました。土木費
では、御座ノ瀬・中ノ谷線バイパス事業や都市公園安全安心対
策緊急総合支援事業などを実施し、11億8,350万円となりまし
た。消防費では、なかまコミュニティ無線（防災行政無線）を増
設したことなどにより、４億7,057万円となりました。教育費で
は、中間南小学校の耐震補強工事などを実施し、11億6,301万
円となりました。

166億5，302万円

民生費
79億9,574万円
（48.0％）

公債費
22億6,175万円
（13.6％）

総務費
17億4,662万円
（10.5％）

衛生費
12億4,377万円
（7.5％）

教育費
11億6,301万円
（7.0％）

土木費
11億8,350万円
（7.1％）

消防費
4億7,057万円
（2.8％）

そのほか
（議会費、労働費、商工費、
農林水産業費、災害復旧費）

5億8,806万円
（3.5％）

歳出

5,302万円
166億

地方公共団体の財政の健全化に関する法律の施行に伴い、健全化判
断比率、公営企業に係る資金不足比率の公表が義務付けられています。
健全化判断比率は、すべてが早期健全化基準未満となり、資金不足
比率も資金不足額が生じた公営企業会計はありませんでした。

平成24年度健全化判断比率・資金不足比率

※（　）は早期健全化基準。

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

赤字額なし（13.39） 赤字額なし（18.39） 15.2（25.0） 110.1（350.0）

（単位：％）■健全化判断比率

公営企業会計の
名称 病院事業会計 水道事業会計 公共下水道

事業特別会計

資金不足比率 不足額なし 不足額なし 不足額なし

（単位：％）    ■資金不足比率

●問合先…財政課　☎（２４６）６２３６

■
中
間
南
小
学
校
耐
震
補
強
事
業

決
算
額　

６
、３
９
２
万
円

　

校
舎
、
屋
内
運
動
場
の
耐
震
補
強
を

行
い
、
学
校
生
活
や
災
害
時
の
避
難
場
所

と
し
て
の
安
全
性
を
高
め
る
な
ど
、
市
民

の
安
全
確
保
を
図
り
ま
し
た
。

■
御
座
ノ
瀬
・
中
ノ
谷
線
バ
イ
パ
ス
事
業

決
算
額　

５
、７
３
７
万
円

　

市
西
部
地
域
の
道
路
交
通
の
円
滑
化

を
図
り
、
近
接
す
る
小
学
校
へ
の
安
全

な
通
学
道
路
を
確
保
す
る
た
め
、
バ
イ

パ
ス
道
路
の
新
設
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

■
企
業
誘
致
促
進
事
業

　
決
算
額　

１
億
５
、５
９
２
万
円

　

五
楽
・
虫
生
津
工
業
団
地
へ
の
企
業

誘
致
を
促
進
す
る
た
め
、
団
地
内
の
土

地
を
購
入
し
同
団
地
に
進
出
を
希
望
す

る
企
業
に
対
し
て
売
却
す
る
な
ど
、
地

域
産
業
の
促
進
と
雇
用
機
会
の
拡
大
に

よ
る
市
勢
の
発
展
に
寄
与
し
ま
し
た
。

■
地
域
ブ
ラ
ン
ド
フ
ェ
ア
事
業

決
算
額　

492
万
円

　

市
内
に
点
在
す
る
特
産
物
を
集
め
、

ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
と
将
来
へ
の
販
路

拡
大
へ
と
つ
な
が
る
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
な

ど
、地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
ま
し
た
。

■
垣
生
公
園
常
設
展
示
蒸
気
機
関
車

　
改
修
事
業

決
算
額　

567
万
円

　

垣
生
公
園
に
静
態
保
存
さ
れ
て
い
る

蒸
気
機
関
車
を
改
修
し
、
公
園
の
景
観

向
上
を
図
り
ま
し
た
。

■
な
か
ま
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
無
線

　
（
防
災
行
政
無
線
）設
置
事
業

決
算
額　

５
、４
８
０
万
円

　

安
全
安
心
な
暮
ら
し
の
確
保
の
た
め
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
無
線
を
増
設
し
、
市
内
全

域
を
網
羅
し
た
こ
と
に
よ
り
、
避
難
指
示

な
ど
の
災
害
情
報
や
生
命
な
ど
を
保
護

す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
す
べ
て
の
市

民
に
伝
達
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

平成 24 年度決算にかかる主な事業紹介

特別会計の決算状況

会計名 歳入（万円） 歳出（万円）

特別会計国民健康保険事業

59 億 5,366

70 億 6,270

　　　　（単年度決算額）
　　　　（前年度繰上充用金）

（59 億 4,160）
（11 億 2,110）

住宅新築資金等特別会計

2,008

5 億 8,383

　　　　（単年度決算額）
　　　　（前年度繰上充用金）

（296）
（5 億 8,087）

地域下水道事業特別会計 8,248 8,228

公共下水道事業特別会計 20 億 7,931 20 億 6,966

公共用地先行取得特別会計 669 669

介護保険事業特別会計 42 億 2,278 42 億 877

　　保険事業勘定 41 億 8,327 41 億 7,251

　　サービス事業勘定 3,951 3,626

後期高齢者医療特別会計 7 億 941 6 億 9,419

※前年度繰上充用金とは、前年度の歳入不足額に対して翌年度の歳
入を繰り上げて充てることです。

（
内
訳
）

（
内
訳
）

一般会計 歳出

3 Nakama City Public Relations
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介
護
保
険
制
度
は
な
ぜ
始
ま
っ
た

　

高
齢
化
と
と
も
に
介
護
が
必
要

な
人
が
増
え
、
そ
の
介
護
の
期
間
も

長
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
一
方
、
核

家
族
が
増
え
、
介
護
を
す
る
家
族
や

支
え
て
い
く
家
族
の
状
況
も
時
代

と
と
も
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
制
度
と
は
、
介
護
が

必
要
に
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
そ
の
人
ら
し
く
安
心
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
に
、
だ
れ
も
が
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
と
社
会
全
体
で
支
え
て
い
く
た

め
の
社
会
保
障
制
度
で
す
。
平
成

12
年
に
介
護
保
険
制
度
が
始
ま
り
、

今
年
で
13
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
社
会
全
体
で
支
え
る
こ
と

　

社
会
全
体
で
支
え
る
と
は
、
す

な
わ
ち
介
護
を
必
要
と
し
な
い
人

に
も
負
担
を
し
て
も
ら
う
と
い
う

こ
と
で
す
。
介
護
保
険
制
度
の
財

源
は
、
半
分
が
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人（
40
歳
以
上
の
人
）の
保
険
料
、

残
り
の
半
分
が
国
や
県
、
市
に
よ

る
公
費
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
保
険
料
は
、
巡
り
巡

っ
て
、
介
護
が
必
要
な
だ
れ
か
の
た

め
に
大
切
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
介
護
を
必
要
と
す
る

要
支
援
・
要
介
護
認
定
者
の
増
加

に
伴
い
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

や
保
険
給
付
費
は
増
加
し
て
い
く

と
推
測
さ
れ
ま
す
。

支え合いの介護保険
介護保険なんて、ずっと先のことだと思っていませんか。介護保険料の負担は40歳から。
中間市の65歳以上の高齢者は３人に１人って知っていますか。

高齢化の進展や介護保険制度の定着などに伴い、介護保険の
申請をする人が増えています。

■申請者数と高齢化率の推移

平成12年度末 平成14年度末 平成17年度末 平成20年度末 平成24年度末

2,859
件

2,989
件

3,066
件

3,306
件

3,782
件

20.8％
23.3％

25.5％
28.5％ 31.2％

申請件数 高齢化率

介護・支援を必要とする人が増加している

申請件数

平成12年度末
2,859件

平成24年度末
3,782件約1.3倍

約1.5倍
高齢化率

平成12年度末
20.8％

平成24年度末
31.2％

●問合先
○介護保険料に関すること…………介護保険課保険係 ☎（２４６）６２４３
○介護保険サービスに関すること…介護保険課給付係 ☎（２４６）６２８３
○高齢者総合相談に関すること……地域包括支援センター ☎（２４５）７７１６

11月11日は介護の日

4広報なかま 11月 10日号
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　趣味やレクリエーション、リハビリなどで
作成した秀作を、みなさん、ぜひご覧ください。
●展 示 期 間　11 月 26 日火まで
● 時 間　午前８時 30 分～午後５時 15 分
※最終日は午後３時までです。
●場 所　市役所本館１階ロビー
●問 合 先　介護保険課保険係
　☎（２４６）６２４３

おじいちゃんとおばあちゃんの作品展開催中

費用負担の割合は、国・県・市（公費負担分）が50％を負担し、
40 ～ 64歳の人（第２号被保険者）の保険料負担が29％、65歳
以上の人（第１号被保険者）の負担が21％となっています。

公
費

保
険
料

国
25％

県
12.5％

市
12.5％

第１号被保険者
（65歳以上の人）

21％

第２号被保険者
（40～64歳の人）

29％

要支援・要介護認定を受ける人が増えていることに伴い、介
護保険事業費の増大が予想されます。

介護保険は保険料と公費で支えられている

介護保険事業費は年々増加している

介護の悩みお聞きします

支
え
合
う
た
め
に
で
き
る
こ
と

　

支
え
合
う
と
言
っ
て
も
、
こ
れ

は
お
金
の
こ
と
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
今
の
健
康
を
維
持
し
た
り
、

介
護
を
予
防
し
た
り
す
る
こ
と
も
、

支
え
合
っ
て
い
く
た
め
に
は
大
事

な
こ
と
で
す
。
中
間
市
で
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
予
防
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
興
味
が
あ
る
人
は
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
［
☎（
２
４
５
）

７
７
１
６
］ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

介護保険事業費

平成12年度末
16億144万円 約2.3倍 平成24年度末

38億2,196万円

平成12年度末 平成14年度末 平成17年度末 平成20年度末 平成24年度末

16億
144万円

22億
2,164万円

26億
7,382万円

30億
3,474万円

38億
2,196万円

■介護保険事業費の推移

介護保険課　樋本 優
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　「いつ使うかわからんけど申請だけ
しとこう」といった理由で申請をする
人が増えています。確かに、介護の
認定を受けていれば安心するかもし
れませんが、早めに申請して認定され
たとしても、いざ介護を受けようとす
るとき「認定有効期間が過ぎてしまっ
ていた」ということになりかねません。
　また、体の状態が変わっていると、
当初の認定を見直すために再申請が
必要になることもあります。申請して
認定だけ受けていたいという気持ち
は、将来への心配や不安の表れです。
まずは、その不安を話してみませんか。
介護に頼らない方法が見つかるかも
しれません。
　「人様に迷惑はかけたくない」「介護
は家族がするもの」と考える人もいま
すが、それでは本人だけでなく周囲も
疲れてしまいます。「頑張りすぎない」
ことも大切です。少しだけ一休みして、
また明日から「頑張る」。私たちにお
手伝いできることはありませんか。
　介護保険課では、高齢者の相談・

支援をしていますので、困っ
たことがあれば、お気軽に
相談してください。高齢者
が生きがいに満ちた生活
ができるよう、互いに支
え合っていきましょう。
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少
年
相
談
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み

　

少
年
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
少

年
問
題
に
関
し
て
、
市
民
の
み
な

さ
ん
や
警
察
、
学
校
、
関
係
機
関

な
ど
と
連
携
し
、
子
ど
も
た
ち
の

非
行
を
未
然
に
防
止
し
、
健
全
な

育
成
を
図
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

非
行
防
止
に
向
け
た
地
道
な
活
動

■
警
察
な
ど
と
連
携
し
た
補
導

　

市
民
の
み
な
さ
ん
で
組
織
さ
れ

た
少
年
相
談
セ
ン
タ
ー
の
補
導
員

が
地
域
の
公
園
な
ど
を
定
期
的
に

巡
回
し
、
少
年
の
非
行
防
止
に
努

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
花
火
大
会

や
祭
り
な
ど
の
と
き
に
も
、
関
係

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
補
導
を
行

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
折
尾
警

察
署
と
連
携
し
た
補
導
活
動
を
毎

月
県
下
一
斉
に
行
っ
て
い
ま
す
。

■
青
色
パ
ト
ロ
ー
ル

　
子
ど
も
た
ち
の
安
全
の
た
め
に
、

関
係
機
関
と
協
力
し
て
市
内
を
巡

回
し
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
の
巡
回

に
加
え
、
学
期
始
め
な
ど
に
も
実

施
し
て
い
ま
す
。

■
立
入
調
査

　

折
尾
警
察
署
の
署
員
・
少
年
補

導
員
な
ど
と
連
携
し
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
や
書
店
、
ゲ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
な
ど
に
立
入
調
査
を
行
い
、

少
年
へ
の
対
応
、
販
売
方
法
な
ど

の
協
力
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。

■
有
害
図
書
の
回
収

　

市
内
５
か
所
に
あ
る
白
い
ポ
ス

ト（
有
害
図
書
や
ビ
デ
オ
の
回
収
ポ

ス
ト
）を
折
尾
警
察
署
少
年
補
導
員

と
連
携
し
て
毎
月
見
回
り
、
環
境

浄
化
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

少
年
犯
罪
件
数
は
減
少
し
て
い
る

　

市
内
の
少
年
犯
罪
の
件
数
は
、

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

近
年
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
伴

う
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
事
件
も

多
発
し
、
少
年
を
取
り
巻
く
環
境

は
依
然
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

少
年
犯
罪
を
減
ら
す
た
め
に
は
、

行
政
な
ど
の
関
係
機
関
は
も
と
よ

り
、
家
庭
や
地
域
社
会
が
よ
り
一
層

連
携
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

平成
21年度

平成
22年度

平成
23年度

平成
24年度

そのほか占有離脱物横領窃盗犯粗暴犯凶悪犯

0

1
91 17 47

10

10 1041 22

47 18

9 62 23 14

単位（件）

1

1

1

■市内少年犯罪数の推移

広報なかま 11月 10日号

■写真で見る少年相談センターの取り組み

【写真右】市内を巡回する青
色パトロールカー。【写真右
下】やっちゃれ祭の際にも
補導員が巡回。【写真下】有
害図書の回収。

ご存じですか
中間市少年
相談センター

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
の
た
め
に

○凶悪犯…殺人、強盗、放火、強姦の罪を犯した人　○粗暴犯…
暴行、傷害、脅迫、恐喝、凶器準備集合の罪を犯した人　○窃盗
犯…窃盗の罪を犯した人　○占有離脱物横領…遺失物や漂流物な
ど他人の占有を離れた物を自分の物にする罪を犯した人

一人で悩まないで
　「性」「ドメスティックバイオレンス」「友

人との人間関係」など、青少年のさまざまな

悩みや、保護者の子どもに関する悩みなどの

相談に応じ、助言や指導を行っています。少

年とその保護者なら、どなたでも相談いただ

けます。一人で悩まず、お気軽に相談してく

ださい。
●ヤングテレホン

　☎（２４４）４０００

●相談時間　平日の午前９時～午後５時

　（祝日と年末年始を除く）

● 問合先　中間市少年相談センター

　☎（２４６）０４８４
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市
税
と
国
保
税
に
　
　
　
　
は
あ
り
ま
せ
ん
か

納
め
忘
れ

滞納整理の流れ 納期限
督促

納付期限後20日以内に
督促状を発送します。

催告
主に文書で自主納付をお願い
します。※催告なしに差し押
さえを行う場合があります。

財産調査
預金、給与、年金などの財
産を調査し、場合によって
は家宅捜索を行います。

差し押さえ
例：家、土地、車、
　　給与、預金など

公売・換価
差し押さえ財産を売却
（公売）し、現金化します。

税充当
滞納税が無くなるまで、
滞納処分を行います。

➡

➡

➡ ➡

➡ ➡
➡

　

納
期
限
内
に
税
を
納
付
し
た
人
と

納
付
し
な
か
っ
た
人
の
不
公
平
を
な

く
し
、
税
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、

ま
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
財
源
を
確
保

す
る
た
め
に
、
中
間
市
で
は
法
律
に

基
づ
き
滞
納
処
分
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

納
税
本
来
の
姿
は
、
定
め
ら
れ
た

納
期
限
ま
で
に
自
主
的
に
納
付
し
て

い
た
だ
く
も
の
で
す
。
市
税
を
滞
納

す
る
と
納
税
の
催
告
の
た
め
の
費
用

が
か
か
り
、
納
付
し
て
い
た
だ
い
た

市
税
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
納
期
限
内
の
自
主
納
付

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

地
方
税
法
第
326
条
な
ど
に
よ
り
、

納
期
限
内
に
納
付
が
な
い
と
延
滞
金

が
発
生
し
ま
す
。
延
滞
金
は
、
納
期

限
の
翌
日
か
ら
納
付
日
ま
で
の
期
間

の
日
数
に
応
じ
て
、
年
14
・
６
％
が

加
算
さ
れ
ま
す（
た
だ
し
最
初
の
１
月

間
は
、
年
7.3
％
を
上
限
と
し
て
、
前

年
11
月
30
日
経
過
時
の
商
業
手
形
の

基
準
割
引
率
＋
４
％
で
す
）。

　

税
に
は
、
地
方
税
法
第
15
条
に
よ

り
、
病
気
や
災
害
、
事
業
不
振
な
ど

特
別
な
理
由
で
、
納
期
内
納
付
が
で

き
な
い
人
の
た
め
に
納
税
の
緩
和
措

置
が
あ
り
ま
す
。

※
具
体
的
な
納
付
計
画
、
猶
予
期
間
、

担
保
提
供
な
ど
緩
和
措
置
に
は
、
あ

る
程
度
厳
し
い
条
件
が
あ
り
ま
す
。

市税などの滞納処分の強化に取り組んでいます

■差し押さえ状況（平成 24年実績）
○差し押さえ件数…149 件（うち車などの差し押さえ…４件、捜索…４件、
売掛金…３件）　○徴収金額…3,888 万円

車などのタイヤロック

タイヤロックとは…
差し押さえた車を運行させない
ための措置（国税徴収法第 71条）
として車のタイヤ部分をロック
してしまうものです。税が完納
されなければ、引上げられ公売
となります（引上げ費用などは、
すべて滞納者負担になります）。

家宅捜索による差し押さえ

捜索とは…
強制的に滞納者宅に踏み込み、
財産の差し押さえを行います。
なお、滞納者の意思とは関係な
く実施され、裁判所の許可（令
状）も必要としません（国税徴
収法第 142 条）。

Ｑ
．
借
金
が
あ
る
の
で
払
え
な
い

Ａ
．
法
律
に
よ
っ
て
、
税
金
は
す

べ
て
の
債
務（
借
金
を
含
む
）に
優

先
す
る
と
定
め
て
あ
り
ま
す
。
個

人
の
債
務
よ
り
税
金
が
優
先
さ

れ
ま
す（
地
方
税
法
第
14
条
）。

Ｑ
．
い
き
な
り
差
し
押
さ
え
ら

れ
た
。
あ
ん
ま
り
で
は
な
い
か
？

Ａ
．
納
期
限
内
納
付
が
大
原
則

で
す
。
督
促
状
を
発
送
し
た
日

か
ら
10
日
を
経
過
し
た
と
き
は
、

「
差
し
押
さ
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
明
示
し
て
あ
り
ま
す（
地

方
税
法
第
331
条
ほ
か
）

Ｑ
．
個
人
の
財
産
を
勝
手
に
調

べ
て
差
し
押
さ
え
ら
れ
た
。
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
で
は
？

Ａ
．
税
金
を
滞
納
す
る
と
、
国

税
徴
収
法
・
地
方
税
法
に
基
づ

き
、
財
産
す
べ
て
に
対
す
る
調

査
権
限
が
発
生
し
ま
す
。
こ
の

権
限
に
よ
り
、
調
査
を
受
け
た

金
融
機
関
な
ど
の
関
係
機
関
は

協
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
財
産
調
査
は
個
人
情
報

保
護
法
に
一
切
抵
触
し
ま
せ
ん
。

●問合先…収納課滞納整理係☎（２４６）６２３７

納
税
・
滞
納
質
問
箱

税
の
公
平
性

自
主
納
付

納
期
限
内
に
納
付
が
困
難
な
場

合
は
、
早
目
の
納
税
相
談
を

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
延
滞
金
が

発
生
し
ま
す

7 Nakama City Public Relations
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中間市からのお知らせ ity newsC
やすらぎイルミ in なかま 2013 を開催します

●問合先　企画政策課　☎（２４６）６２３４

　

11
月
16
日
土
の
午
後
６
時
30

分
か
ら
、
上
蓮
花
寺
一
丁
目
の

や
す
ら
ぎ
通
り
で
、
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
が
点
灯
し
ま
す
。
直

径
８
メ
ー
ト
ル
・
高
さ
６
メ
ー

ト
ル
の
光
の
ド
ー
ム
や
長
さ
20

メ
ー
ト
ル
の
光
の
ト
ン
ネ
ル
な

ど
、
大
規
模
な
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
が
訪
れ
る
み
な
さ
ん
を
温

か
い
光
で
包
み
ま
す
。

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
や
す
ら

ぎ
通
り
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
点
灯
期
間　
11
月
16
日
土
～

平
成
26
年
２
月
16
日
日

●
点
灯
時
間　
午
後
６
時
～
10
時

※
点
灯
期
間
と
点
灯
時
間
は
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
11

月
16
日
土
の
み
点
灯
イ
ベ
ン
ト

実
施
の
た
め
、
点
灯
開
始
が
、

午
後
６
時
30
分
と
な
り
ま
す
。

■
エ
タ
ン
セ
ル（
き
ら
め
き
）

　
点
灯
イ
ベ
ン
ト
を
同
時
開
催

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
が
楽

し
め
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
越

し
く
だ
さ
い
。

●
日

時　

11
月
16
日
土
・

正
午
～

●
内

容　
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、

ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
、「
な
か

ま
市
民
吹
奏
楽
団
Ｓ
・
Ｏ
・
Ｂ
」

「
シ
ト
ラ
ス
ス
ノ
ー
」
の
演
奏

な
ど

　

Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ

イ
オ
レ
ン
ス
）や
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ

ー
行
為
な
ど
女
性
に
対
す
る
暴

力
は
、
女
性
の
人
権
を
著
し
く

侵
害
す
る
も
の
で
決
し
て
許
さ

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
身
体
的
な
暴
力
だ
け
で
な
く
、

怒
鳴
る
、
脅
す
、
電
話
や
外
出

を
制
限
す
る
、
な
ど
も
Ｄ
Ｖ
で

す
。
Ｄ
Ｖ
な
ど
で
悩
ん
で
い
る

人
は
一
人
で
悩
ま
ず
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
身
近
に
暴
力
を
受

け
て
い
る
人
が
い
た
ら
相
談
窓

口
を
教
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

●
相
談
窓
口
・
相
談
時
間

○
人
権
男
女
共
同
参
画
課
・
平

日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分

　
☎（
２
４
５
）７
８
０
１

○
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
・
平
日
の
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
15
分

　
☎（
２
０
１
）２
８
２
０

○
福
岡
県
女
性
相
談
所
・
平
日
の

午
前
９
時
～
午
後
５
時
15
分

　
☎
０
９
２（
７
１
１
）９
８
７
４

○
福
岡
県
配
偶
者
か
ら
の
暴
力

相
談
電
話
・
平
日
は
午
後
５

時
15
分
～
午
前
零
時
、土
曜
・

日
曜
日
、
祝
日
は
午
前
９
時

～
午
前
零
時

　

☎
０
９
２（
７
１
６
）０
４
２
４

※
い
ず
れ
も
年
末
年
始
を
除
く
。

11 月 12 日～ 25 日は「女性に対する暴力をなくす運動」期間
●問合先　人権男女共同参画課　☎（２４５）３５１１

　

妊
娠
中
を

健
康
に
過
ご

し
、
元
気
な

あ
か
ち
ゃ
ん

を
生
み
育
て

る
た
め
に
、

楽
し
く
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

２
人
目
以
降
の
妊
娠
中
の
人
も

大
歓
迎
で
す
。
気
軽
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

　

母
親
学
級

●
日

時　

11
月
19
日
火
・

午
前
10
時
～
11
時
30
分（
受

付
は
９
時
30
分
～
）

●
内

容　
妊
娠
の
経
過
や

妊
娠
中
の
過
ご
し
方
、
先
輩

マ
マ
や
赤
ち
ゃ
ん
と
の
交
流

※
予
約
は
不
要
で
す
。

　

両
親
学
級

●
日

時　

12
月
１
日
日
・

午
前
10
時
～
正
午（
受
付
は

９
時
30
分
～
）

●
内

容　
助
産
師
に
よ
る

子
育
て
講
話
「
育
メ
ン
の
ス

ス
メ
」、
あ
か
ち
ゃ
ん
の
お

風
呂
入
れ
の
実
習

●
申
込
方
法　
11
月
27
日
水
ま

で
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い

　

い
ず
れ
も

●
場

所　
保
健
セ
ン
タ
ー

●
持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健

康
手
帳
、
筆
記
用
具

●
申
込
先　
保
健
セ
ン
タ
ー

子育てを楽しく学びませんか
●問合先　保健センター　☎（２４６）１６１１

今年で３年目となるイルミネー
ションは、中間市の冬の風物詩。

「音と光の祭典」と題したすてきなイベントが目

白押し。11 月 16 日は、やすらぎ通りに集合だ。



9 Nakama City Public Relations

中間市役所代表 ☎（２４４）１１１１ http://www.city.nakama.lg.jp
Nakama

Infomation

■
テ
ー
マ　
「
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
」

　

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
は
、
精

神
疾
患
の
一
つ
に
分
類
さ
れ
て
い

て
、
飲
酒
に
よ
っ
て
問
題
が
あ

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
飲
酒
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
く
な
る
状

態
を
言
い
ま
す
。
主
な
特
徴
と

し
て
「
お
酒
の
飲
み
方
に
問
題

が
出
て
く
る
」「
ア
ル
コ
ー
ル
離

脱
状
態
の
出
現（
体
内
の
ア
ル
コ

ー
ル
が
減
少
す
る
と
、
手
や
全

身
の
震
え
、
発
汗
、
血
圧
上
昇

な
ど
）」
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

「
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
と
う
つ
病・

認
知
症
」
は
合
併
の
頻
度
が
高

い
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
回

復
す
る
た
め
の
唯
一
の
方
法
は

断
酒
で
す
が
、
多
く
の
ア
ル
コ

ー
ル
依
存
症
の
人
は
断
酒
し
よ

う
と
せ
ず
、
そ
の
原
因
と
し
て

飲
酒
問
題
を
認
め
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
対
応

と
し
て
「
専
門
的
な
治
療
を
行

っ
て
い
る
医
療
機
関
の
受
診
」

「
相
談
機
関
へ
の
相
談
」「
自
助

グ
ル
ー
プ
ヘ
の
参
加
」
が
あ
り

ま
す
。
医
療
機
関
の
受
診
に
関

し
て
、
本
人
は
飲
酒
問
題
を
否

認
し
て
い
る
場
合
が
多
い
た
め
、

「
心
配
だ
か
ら
」「
安
心
さ
せ
て
」

と
い
う
姿
勢
で
、
世
話
を
焼
き

過
ぎ
ず
、
見
守
る
姿
勢
で
対
応

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

なかまで暮らそう～ノーマライゼーション～
●問合先　福祉支援課　☎（２４６）６２８２

　

ス
ト
ー
リ
ー
・
テ
リ
ン
グ
と

は
、
本
を
使
わ
ず
に
お
は
な
し

を
語
る
こ
と
で
す
。
こ
の
講
座

で
は
、
未
経
験
者
や
初
心
者
を

対
象
に
ス
ト
ー
リ
ー
・
テ
リ

ン
グ
の
楽
し
さ
を
お
伝
え
し
ま

す
。
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
は

違
っ
た
魅
力

の
あ
る
ス
ト

ー
リ
ー
・
テ

リ
ン
グ
を
、

あ
な
た
も
学

ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

●
期
日（
全
３
回
）　
平
成
26
年

１
月
９
日
木
、
２
月
６
日
木
、

13
日
木

●
時

間　
午
前
10
時
～
正
午

●
内

容

○
１
月
９
日
木
…
講
義

○
２
月
６
日
木
、
13
日
木
…
実
演

●
場

所　
市
民
図
書
館

●
対
象
者　
次
の
す
べ
て
に

当
て
は
ま
る
人　

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
よ
う

と
思
っ
て
い
る
人
で
、
ス
ト

ー
リ
ー
・
テ
リ
ン
グ
に
興
味

の
あ
る
未
経
験
者
か
初
心
者

○
３
回
と
も
受
講
で
き
る
人

●
定

員　
15
人

●
参
加
料　
無
料

●
申
込
方
法　
12
月
23
日
月
ま

で
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い

ストーリー・テリング入門講座受講生募集
●問合先　市民図書館　☎（２４５）４６６４

※ノーマライゼーションとは、「すべての人が一緒に暮らせる社会が当たり
前だ」という考え方のことです。

　
11
月
は

　
「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」

　
児
童
虐
待
は
ど
こ
に
で
も
起
こ

り
う
る
こ
と
で
す
。「
児
童
虐
待

で
は
な
い
か
」
と
感
じ
る
こ
と
が

あ
れ
ば
す
ぐ
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

○
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ

ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０（
０
６
４
）０
０
０

○
福
岡
県
宗
像
児
童
相
談
所

　
☎
０
９
４
０（
３
７
）３
２
５
５

○
こ
ど
も
未
来
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
２
５

　

子
育
て
講
演
会
を
開
催

　

子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
姿

を
見
守
り
、
願
う
毎
日
の
中
で
、

後
悔
し
た
り
悩
ん
だ
り
す
る
こ

と
は
だ
れ
に
で
も
あ
る
こ
と
で

す
。
子
ど
も
た
ち
が
可
能
性
を

発
揮
し
成
長
す
る
よ
う
、
一
緒

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日

時　

11
月
27
日
水
・

午
前
10
時
～
11
時
50
分

●
場

所　
中
央
公
民
館

●
テ
ー
マ　
子
育
て
と
幸
福

（
し
あ
わ
せ
）体
質

●
講

師　
大
牟
田
智
子
さ

ん（
春
日
助
産
院
院
長
）

●
参
加
料　
無
料

※
託
児
が
あ
り
ま
す
。
事
前
の

予
約
が
必
要
で
す
の
で
、
希
望

者
は
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
申
込
先　
こ
ど
も
未
来
課

児童虐待防止推進月間と子育て講演会
●問合先　こども未来課　☎（２４６）３５１５

　

久
し
ぶ
り
に
な
つ
か
し
い
友

だ
ち
に
会
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

み
な
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ
の

う
え
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日

時　
平
成
26
年
１
月

12
日
日
・
正
午
～
（
受
付
は

10
時
30
分
～
）

※
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
午
前
11

時
30
分
か
ら
行
い
ま
す
。

●
場

所　
な
か
ま
ハ
ー
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル

●
対
象
者　

平
成
５
年
４
月

２
日
～
平
成
６
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
人

●
注
意
事
項

○
12
月
中
旬
に
本
人
宛
に
案
内

状
を
お
送
り
し
ま
す
。
案
内
状

が
当
日
の
「
受
付
・
記
念
品
引

換
券
」
と
な
り
ま
す
の
で
、
必

ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い

○
市
外
転
出
者
で
成
人
式
に
参

加
を
希
望
す
る
場
合
は
、
ご

家
族
ま
た
は
本
人
が
中
央
公

民
館
に
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い

○
当
日
は
、
託
児
が
あ
り
ま
す

平成 26 年中間市成人式を開催
●問合先　中央公民館　☎（２４６）２３２１

旧友や恩師との再会があり
ます。写真は今年の成人式。
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健
康
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
教
室

　
運
動
編

　

テ
ー
マ
は
、「
骨
盤
底
筋
を
鍛

え
る
ヨ
ガ
」
で
す
。

　

骨
盤
底
筋
と
は
、
骨
盤
の
底
で

膀ぼ
う
こ
う胱
や
子
宮
、
直
腸
な
ど
が
下
が

ら
な
い
よ
う
に
骨
盤
か
ら
支
え
て

い
る
筋
肉
群
で
す
。
多
く
の
頻
尿

や
尿
も
れ
は
骨
盤
底
筋
の
弱
ま
り

か
ら
起
き
て
い
ま
す
。
骨
盤
底
筋

を
鍛
え
る
効
果
が
あ
る
ヨ
ガ
を
中

心
に
行
い
ま
す
。

●
日

時　
12
月
２
日
月
・
午

前
10
時
～
11
時
30
分（
受
付
は

９
時
30
分
～
）

●
場

所　
保
健
セ
ン
タ
ー

●
対

象　
中
間
市
民（
女
性
限
定
）

※
治
療
中
の
人
は
医
師
か
ら
運
動

制
限
指
示
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

が
必
要
で
す
。

●
講

師　
今
村
喜
代
美
さ
ん

（
北
九
州
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
連

絡
会
）

●
持
っ
て
く
る
も
の　
健
康
手
帳
、

飲
み
も
の
、
タ
オ
ル

※
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

●
定

員　
25
人

●
申
込
締
切　
11
月
22
日
金

※
締
切
後
、
抽
選
し
後
日
結
果
を

は
が
き
で
通
知
し
ま
す
。

　
食
事
編

　

予
防
可
能
な
病
気
は
で
き
る
だ

け
予
防
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
高
血
圧
を
予
防
、
改
善
す
る

た
め
の
食
事
の
と
り
方
を
学
ぶ
教

室
を
開
催
し
ま
す
。

●
日

時　
12
月
26
日
木
・
午

前
10
時
～
正
午（
受
付
は
9
時

30
分
～
）

●
テ
ー
マ　
食
事
で
防
ぐ
高
血
圧

●
場

所　
保
健
セ
ン
タ
ー

●
内

容　
栄
養
士
の
講
話

●
料

金　
無
料

●
持
っ
て
く
る
も
の　
筆
記
用
具
、

あ
れ
ば
食
品
成
分
表

●
申
込
締
切　
12
月
25
日
水　

　
申
込
方
法（
い
ず
れ
も
）

　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
申
し
込
む

際
は
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

連
絡
先
、
希
望
の
講
座
名
を
明
記

し
て
く
だ
さ
い
。

おすすめ 料理レシピ

中間市食生活改善推進会（緑の会）による、身体に優しいレシピを大公開。

あなたも作ってみませんか

①�白菜は 4㎝長さ、1㎝幅の棒状に切
る。白ネギは斜めの薄切りにする

②�ささ身はそぎ切りにし、こしょうをふる
③�鍋にバターを溶かして白ネギを炒め、さ
さ身を炒め合わせて、白菜とＡを加える
④�煮立ったら弱火で 5分煮、牛乳を加え
こしょうをふる。沸騰直前に火を止める
⑤器に盛り赤パプリカのみじん切りをふる

白菜とささみのミルクスープ

白菜…400g、ささみ
…200g、白ネギ…小
２本、Ａ（水…500ml、
固形スープの素…２
個、ローリエ…１枚）、
牛乳…400ml、バター
…大さじじ１、こしょう、
赤パプリカ…少々

材料（４人分） 作り方

エネルギー：172㎉
食塩：1.7ｇ

小児の肺炎球菌感染症定期予防接種方法

健康ファミリー

保健センター
☎（２４６）１６１１
ＦＡＸ（２４６）３０２４
genki@city.nakama.lg.jp

あなたの健康づくりのために

Health Care

接種開始月齢 生後２～７月に至るまで 生後７月～１歳に至るまで
接種回数 ４回 ３回

初回 27日以上の間隔で３回※初回
は１歳の誕生日の前日まで

27日以上の間隔で２回
※初回は生後13月に至るまで

追加
初回３回終了後 60日以上あけ
て生後12月以降に１回※なる
べく生後12～15月の間に接種

初回２回終了後 60日以上あけ
て生後12月以降に１回

11
月
1
日
か
ら
の
小
児
の
肺
炎

球
菌
感
染
症
の
予
防
接
種

■
使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン
が
13
価
に

な
り
ま
し
た　

　

11
月
1
日
以
前
に
接
種
し
た
人

も
、
残
り
の
接
種
回
数
を
13
価
の

ワ
ク
チ
ン
で
接
種
し
ま
す
。

■
生
後
12
月
に
至
る
ま
で
の
間
に
接

種
を
開
始
し
た
人
の
接
種
方
法
に

変
更
が
あ
り
ま
す

　

詳
し
い
内
容
は
、
左
記
の
表
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
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やっちゃれ
環境

環境保全課☎（２４６）６２６５

平成25年度のもえるごみの搬入量は、対24年度比５％の減
量を目標にしています。ごみの減量化・資源化にご協力を
お願いします。

もえるごみの搬入量状況

消費生活センター☎（２４６）５１１０

今月のテーマ

ら し の

ミ カ タ ♪

く
知っ得！

現金書留同封
健康食品送りつけの新手口

25 年度 24 年度 差
（25 年度－ 24 年度） 減量率

９月 875,500㎏ 914,330㎏ △ 38,830㎏ 4.2％

累計 5,857,640㎏ 5,896,770㎏ △ 39,130㎏ 0.7％

■
相
談
事
例

　
「
注
文
を
受
け
た
健
康
食
品
を

送
る
」
と
電
話
が
か
か
っ
て
き

た
。
少
し
前
に
健
康
食
品
の
サ

ン
プ
ル
を
購
入
し
て
い
た
の
で

そ
の
業
者
だ
と
思
い
、
注
文
す

る
気
が
な
い
こ
と
を
伝
え
る
と
、

「
キ
ャ
ン
セ
ル
で
き
な
い
。
申
し

込
み
を
録
音
し
て
い
る
。
裁
判

に
か
け
る
」
な
ど
と
言
わ
れ
、

し
か
た
な
く
受
け
取
り
を
承
諾

し
た
。
商
品
が
届
き
、
全
く
知

ら
な
い
業
者
だ
と
気
付
い
た
が
、

箱
の
中
に
は
、
こ
ち
ら
の
名
前

や
商
品
の
金
額（
約
4
万
円
）な

ど
が
既
に
記
入
さ
れ
た
現
金
書

留
の
封
筒
が
一
緒
に
入
っ
て
い

た
。
数
日
後
、
業
者
か
ら
「
年

金
が
入
っ
た
ら
す
ぐ
に
払
え
」

と
電
話
が
あ
り
、
昨
日
は
、「
連

絡
く
だ
さ
い
」
と
い
う
電
報
も

届
い
た
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
か

心
配
で
夜
も
眠
れ
な
い
。

■
ア
ド
バ
イ
ス

　

注
文
し
た
覚
え
が
な
い
の
に

「
注
文
さ
れ
て
い
る
」
な
ど
と
言

わ
れ
て
健
康
食
品
な
ど
と
一
緒

に
現
金
書
留
封
筒
が
送
ら
れ
、

そ
の
後
電
話
な
ど
で
脅
す
よ
う

な
口
調
で
支
払
い
を
迫
ら
れ
た
、

と
い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
断
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
一
方

的
に
商
品
を
送
り
つ
け
ら
れ
て

も
、
安
易
に
受
け
取
ら
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
も
し
受
け

取
っ
て
し
ま
っ
て
も
決
し
て
お
金

を
支
払
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
う
人
の
ほ
と
ん

ど
が
高
齢
者
で
す
。
家
族
や
周

囲
の
人
も
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

　

困
っ
た
と
き
は
、
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
や
、
脅
さ
れ
る
な
ど

恐
怖
を
感
じ
る
よ
う
な
方
法
で

勧
誘
さ
れ
た
場
合
は
警
察
に
も

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

生
ご
み
処
理
機

購
入
助
成
金
を
交
付
し
ま
す

　

家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
の
減
量

化
と
有
効
利
用
を
図
る
た
め
、
中

間
市
で
は
、
生
ご
み
処
理
機
を
購

入
す
る
人
に
補
助
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。
生
ご
み
の
約
８
割
は
水

分
と
言
わ
れ
て
い
る
た
め
、
生
ご

み
処
理
機
な
ど
で
堆
肥
化
や
乾
燥

さ
せ
る
こ
と
で
、
も
え
る
ご
み
の

量
を
大
幅
に
減
ら
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

み
な
さ
ん
も
生
ご
み
処
理
機
で

家
庭
か
ら
で
る
生
ご
み
の
減
量
化

に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

●
助
成
対
象　
次
の
条
件
を
満
た

す
人

○
中
間
市
に
住
所
が
あ
り
、
現
に

住
ん
で
い
る
人

○
市
内
に
容
器
を
設
置
で
き
る
場

所
を
有
し
、
ま
た
は
使
用
し
管

理
し
て
い
る
こ
と

○
堆
肥
化
さ
れ
た
も
の
を
自
家
処

理
で
き
る
こ
と

■
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
と
は

　

コ
ン
ポ
ス
ト
と
は
、「
堆
肥
」

と
い
う
意
味
で
す
。
ダ
ン
ボ
ー
ル

の
中
に
生
ご
み
を
入
れ
、
さ
ら
に

土
や
専
用
の
発
酵
促
進
剤
な
ど
を

入
れ
る
こ
と
で
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
中

で
微
生
物
を
育
て
、
生
ご
み
を
発

酵
さ
せ
て
分
解
し
た
り
、
堆
肥（
肥

料
）を
作
っ
た
り
す
る
も
の
で
す
。

種 類 生ごみ処理容器
（EM菌使用・バケツ型・屋内）

生ごみ処理容器
（ダンボールコンポスト）

生ごみ処理容器
（コンポスト・コンポエース・屋外）

電動生ごみ処理機
（屋内・屋外）乾燥型も含む

助成額
１個につき1,000円
（ただし、１個1,000円未
満の場合は購入金額）

購入金額の２分の１の額
（上限額1,000円）

購入金額の２分の１の額
（促進剤豊穣元も含
む。上限額3,000円）

購入金額の２割の額
1,000円未満切り捨て
（上限額20,000円）

助成数 １世帯につき２個まで １世帯につき年間４個まで １世帯につき１基 １世帯につき１基

申請時に
必要なもの

�補助金交付申請書、印鑑、購入時の領収書（補助金申請者の名義が記載されたもので、品目・
メーカー・型番・個数が記入されたもの）、補助金振込口座の通帳（補助金申請者の名義のもの）
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今月のテーマ

よくわかる
医療講座

中間市立病院医師が、健康の
ためになる話をお届けします。

74
No

中間市立病院☎（２４５）０９８１

Nakama
Culture

市民図書館だより
Books

☎（２４５）４６６４

市民図書館は、毎月新しい本をそろえて
います。市民図書館に来れば、運命的な
本との出会いがあるかもしれませんよ。

●日 時　12月21日土・午前11時～
●内 容　絵本の読み聞かせなど
●協 力　ほっとブックなかま

クリスマス会を開催Funevent

今月の新刊紹介Newarrivals

クリスマスのおばけ
せなけいこ・作・絵
クリスマスの日はうれしいなー。パ
パからもママからもプレゼント。に
こにこしながらねむるけど、おばけ
のこどもはどうかしら…。せなけい
このユーモアあふれる貼り絵が楽し
い絵本。同名紙芝居を絵本化。

さわらびの譜
葉室麟・著
扇野藩重臣、有川家の娘・伊也は、
藩随一の弓上手である樋口清四郎
と渡り合う腕前。清四郎に惹かれ
る伊也だが、妹の初音に清四郎と
の縁談が。藩内の派閥争いが彼ら
を巻き込み…。

■
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
普
通
の
風

邪
と
同
じ
よ
う
に
、
の
ど
の
痛
み
、

鼻
汁
、
咳せ

き

な
ど
の
症
状
が
見
ら
れ

ま
す
が
、38
℃
以
上
の
発
熱
、頭
痛
、

関
節
痛
、
筋
肉
痛
な
ど
の
全
身
症

状
が
突
然
現
れ
る
の
が
特
徴
で
す
。

■
予
防
方
法

　

予
防
方
法
と
し
て
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
が

推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
は

「
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
」
で
す
。「
不

活
化
ワ
ク
チ
ン
」
と
は
、
ウ
イ
ル

ス
に
化
学
的
処
理
を
加
え
て
感
染

性
と
病
原
性
を
な
く
し
た
も
の

で
、
タ
ン
パ
ク
質
の
有
効
成
分
か

ら
作
ら
れ
た
ワ
ク
チ
ン
で
す
。

　

人
間
の
体
は
、
一
度
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
す
る
と
体
の
中
に
そ
の
ウ

イ
ル
ス
に
対
抗
す
る
力
を
持
つ「
抗

体
」
を
作
り
、
も
う
一
度
ウ
イ
ル

ス
が
入
っ
て
き
た
時
に
感
染
を
防

ご
う
と
す
る
働
き（
免
疫
）が
あ
り

ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
は
、
こ
の
働
き

を
利
用
し
て
、
人
為
的
に
あ
ら
か

じ
め
病
原
性
を
失
わ
せ
た
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
を
体
に
入
れ

て
免
疫
反
応
を
誘
導
し
て
抗
体
を

作
る
こ
と
で
病
気
を
予
防
し
ま
す
。

■
ク
イ
ズ

　

そ
れ
で
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
関
す
る
問
題
に
○
×
で
答
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

Q．　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
潜
伏
期

間
は
1
～
5
日（
平
均
3
日
）だ

Q.　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

の
予
防
効
果
は
、
1
回
接
種
で
約

64
％
、
２
回
接
種
で
約
94
％
だ

Q.　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
に
よ
っ
て
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
を
発
症
す
る
こ
と
は
な
い

Q.　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

接
種
後
、
約
2
週
間
で
免
疫
が
出

現
す
る

Q.　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の

効
果
は
通
常
３
～
５
か
月
だ

Q.　
妊
婦
の
場
合
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
時
期

は
妊
娠
14
週
以
降
が
望
ま
し
い

Q.　
授
乳
中
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
も
問
題
は

な
い�

Q.　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

の
副
作
用
は
接
種
部
位
の
腫
れ
・

発
赤
・
痛
み
、
全
身
症
状
と
し
て

発
熱
・
悪
寒
・
頭
痛
・
倦
怠
感
・

嘔お
う
と吐
が
あ
る
が
通
常
２
、３
日
中

に
消
失
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
だ

　

い
か
が
で
し
た
か
。
答
え
は
す

べ
て
○
で
す
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種

以
外
の
日
常
の
中
で
の
予
防
方
法

は
、「
帰
宅
時
の
う
が
い
・
手
洗
い
」

「
十
分
な
休
養
と
栄
養
摂
取
」「
人

込
み
を
避
け
る
」「
マ
ス
ク
を
着
用

す
る
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

冬
を
元
気
に
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

インフルエンザ
中間市立病院　内科

鈴鹿 佳南子医師
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消費者相談
■場所 産業振興課（市役所別館２階）

悪質商法などの相談に応じます。
●�受付　月曜日〜金曜日・午前９時〜

午後４時
●問合先　消費生活センター☎（２４６）５１１０

家庭児童相談
■場所 家庭児童相談係（市役所 3 階）

子どもの養育（しつけ、養育者の問題）
など児童に関する相談をお受けします。
●�受付　月曜日〜金曜日・午前９時〜

午後５時
●問合先　こども未来課
　☎（２４６）３５１５

悩み・いじめ・教育相談
■場所 少年相談センター（働く婦人の家）

未成年者の非行などの相談に応じます。
●�受付　月曜日〜金曜日・午前９時〜

午後５時
●問合先　少年相談センター☎（２４６）０４８４

女性のための悩みごと相談
■場所 人権男女共同参画課（人権センター）

あなたが納得のいく生き方ができるよ
うお手伝いします。
●�受付　月曜日〜金曜日・午前８時30

分〜午後５時15分
●問合先　人権男女共同参画課
　☎（２４５）７８０１

補聴器相談
■場所 福祉支援課・ハピネスなかま

●�日時　毎月第１〜４火曜日・午後１時〜
２時は福祉支援課（市役所１階）、午後２
時30分〜３時30分はハピネスなかま
●問合先　福祉支援課☎（２４６）６２８２

Free
Consultation

無料相談
コーナー

～気軽に利用してください～

　

最
近
、
い
じ
め
の
ニ
ュ
ー
ス
を
よ
く
見

る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
大
津
市
の
中

学
二
年
生
が
自
殺
し
た
事
件
を
知
ら
な

い
人
は
い
な
い
く
ら
い
、
テ
レ
ビ
で
報
道

さ
れ
た
。

　

私
は
、
こ
の
中
学
二
年
生
が
自
殺
す

る
ま
で
に
ど
ん
な
気
持
ち
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
と
か
、
助
け
る
方
法
は
な
か
っ
た
の
か

と
か
、
い
ろ
い
ろ
思
っ
た
。

　
い
じ
め
て
い
る
方
は
よ
く
「
一
緒
に
ふ

ざ
け
て
い
た
だ
け
」
と
か
「
ち
ょ
っ
と
か

ら
か
っ
た
だ
け
」
と
い
う
。
は
じ
め
は
そ

う
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
ん
だ
ん

エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
く
い
じ
め
に
、
周

り
の
だ
れ
か
が
ど
こ
か
で
ス
ト
ッ
プ
を
か

け
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
ら
死
な
な
く
て

す
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
。
見
て
い
た
ク
ラ
ス

メ
ー
ト
が
「
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
」
と
勇

気
を
も
っ
て
大
人
に
伝
え
て
も
状
況
が

変
わ
ら
な
い
と
き
は
、
ど
う
し
た
ら
い
い

の
だ
ろ
う
。

　
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、
同
じ
中

学
生
の
私
た
ち
は
ど
う
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。

た
と
え
ば
、
遊
び
の
延
長
で
「
ボ
ケ
と
ツ
ッ

コ
ミ
」
み
た
い
な
ふ
ざ
け
あ
い
や
、
リ
ア
ク

シ
ョ
ン
が
お
も
し
ろ
い
か
ら
と
「
い
じ
ら
れ

キ
ャ
ラ
」
に
な
っ
て
い
る
人
も
い
る
と
思
う
。

　
ほ
と
ん
ど
が
、
楽
し
く
友
だ
ち
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
る
つ
も

り
だ
ろ
う
。
だ
け
ど
も
し
、
こ
の
中
に
一

人
で
も
嫌
な
思
い
を
し
て
い
る
人
が
い
れ

ば
、
ふ
ざ
け
あ
い
が
い
じ
め
に
変
わ
っ
て

し
ま
う
。
時
に
は
ふ
ざ
け
て
笑
い
あ
う
こ

と
は
大
切
だ
け
ど
、
そ
の
中
で
嫌
な
思
い

を
し
て
い
る
人
が
い
な
い
か
、
無
理
に
あ

わ
せ
て
笑
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
気
配
り
は
、
絶
対
に
必
要
だ
と
思
う
。

　
ま
た
、
ほ
か
の
人
に
と
っ
て
は
何
で
も

な
い
こ
と
が
、
あ
る
人
に
と
っ
て
は
、
と

っ
て
も
重
要
な
こ
と
だ
っ
た
り
す
る
。
ス

ポ
ー
ツ
や
勉
強
が
苦
手
だ
っ
た
り
、
オ

ン
チ
だ
っ
た
り
、
人
前
で
話
す
こ
と
が
苦

手
だ
っ
た
り
。
得
意
な
人
か
ら
し
て
み
れ

ば
、「
そ
れ
く
ら
い
の
こ
と
が
ど
う
し
て

で
き
な
い
」
と
か
「
で
き
な
い
か
ら
と
い

っ
て
そ
ん
な
に
気
に
し
な
く
て
も
」
と
軽

く
考
え
て
し
ま
い
が
ち
だ
。
ほ
か
の
人
に

と
っ
て
は
そ
れ
だ
け
の
こ
と
で
も
、
で
き

な
い
人
に
と
っ
て
み
た
ら
、
そ
れ
だ
け
で

は
す
ま
さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
。

　
で
き
な
い
こ
と
に
対
し
て
、
ひ
ら
き
な

お
っ
て
笑
い
に
か
え
ら
れ
る
人
、
で
き
る

様
に
な
ろ
う
と
前
向
き
に
努
力
す
る
人
、

で
も
中
に
は
友
達
に
知
ら
れ
た
く
な
い
と

か
、
チ
ー
ム
に
迷
惑
か
け
る
こ
と
を
苦
痛

に
感
じ
て
い
る
人
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

同
じ
こ
と
で
も
受
け
と
め
か
た
は
人

そ
れ
ぞ
れ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

　
人
に
よ
っ
て
は
、
自
分
で
も
気
に
し
て

い
る
の
に
、
周
り
の
無
神
経
な
一
言
で
さ

ら
に
お
ち
こ
ん
で
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
と

思
う
。

　

私
も
自
分
の
気
づ
か
な
い
と
こ
ろ
で

人
を
傷
つ
け
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
し
、

嫌
な
こ
と
を
嫌
だ
と
言
え
な
い
友
達
も

い
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

ふ
ん
い
き
に
な
が
さ
れ
て
、
無
神
経

な
こ
と
を
言
わ
な
い
よ
う
に
し
た
い
し
、

も
し
言
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
気
づ
い
た

ら
、
悪
気
が
な
か
っ
た
こ
と
を
伝
え
、
あ

や
ま
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
人
間
に

な
り
た
い
。

　

嫌
な
こ
と
は
「
イ
ヤ
」
と
言
う
こ
と

が
で
き
る
友
達
関
係
が
築
け
た
ら
良
い

と
思
う
。

　
全
員
が
心
の
底
か
ら
笑
え
る
よ
う
に
、

周
り
を
よ
く
見
て
、
気
配
り
を
心
が
け

て
い
き
た
い
。

　
こ
ん
な
小
さ
な
こ
と
だ
け
ど
、
み
ん
な

が
少
し
ず
つ
気
を
配
り
、
人
の
気
持
ち

に
な
っ
て
み
る
こ
と
で
、
い
じ
め
の
種
を

な
く
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。

県巡回交通事故相談
■場所 ハピネスなかま

●�日時　12月11日水・午前10時〜午後
４時（受付は午後３時まで）
●問合先　安全安心まちづくり課
　☎（２４６）２０１７

心配ごと相談
■場所 ハピネスなかま

●�日時　12月７日土、20金、26日木・午
後３時〜５時（前日まで窓口で予約受
付・受付時間は月曜日〜金曜日の午前
８時30分〜午後５時15分・定員６人）
●問合先　中間市社会福祉協議会
　☎（２４４）１２３０

行政相談
■場所 ハピネスなかま

行政への苦情・要望などの相談に応じます。
●�日時　12月７日 土、20日 金・ 午 後３

時〜５時
●問合先　総務課☎（２４６）６２３２

私たちが感じた人権問題

「いじめの種」

平成 24 年度小・中学校人権作文から

堀田 すみれさん
（中間東中学校３年）

人権標語
守り合う　一つ一つの　人権を
中間中学校２年　　山下　涼太さん

いじめはね こころがきずつく わるいこと
中間小学校６年　　河野　雛乃さん
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固
定
資
産
未
登
記
家
屋
は

届
け
出
が
必
要
で
す

　

現
在
、
所
有
し
て
い
る
未
登
記

家
屋（
過
年
度
新
築
・
増
築
・
附

属
家
）で
市
役
所
へ
の
届
け
出
が

行
わ
れ
て
い
な
い
も
の
は
、
家
屋

調
査
の
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

課
税
課
資
産
税
係
ま
で
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　
課
税
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
７
４

平
成
26
年
４
月
か
ら
の
保
育
所

入
所
申
込
受
付
が
始
ま
り
ま
す

　

保
育
所
は
、
幼
稚
園
と
は
違
い

保
護
者
の
事
情
で
家
庭
で
保
育
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
が
入

所
す
る
児
童
福
祉
施
設
で
す
。
子

ど
も
の
保
育
の
基
本
は
家
庭
で
あ

り
、
保
育
所
は
、
保
護
者
に
代
わ

っ
て
一
時
的
に
子
ど
も
を
保
育
す

る
と
こ
ろ
で
す
。
子
ど
も
の
健
や

か
な
成
長
の
た
め
、
保
護
者
は
保

育
所
と
十
分
に
連
携
を
取
り
合
っ

て
、
子
ど
も
の
成
長
を
見
守
っ
て

く
だ
さ
い
。

●
保
育
所
入
所
基
準　
保
護
者
や

同
居
の
16
歳
以
上
65
歳
未
満
の

祖
父
母
、
親
族
、
同
居
人
が
…

○
会
社
勤
務
、
自
営
業
な
ど
仕
事

に
従
事
し
て
い
る

○
病
気
や
障
が
い
な
ど
で
、
保
育

が
困
難

○
就
学
や
、
就
労
の
た
め
の
研
修

を
受
け
て
い
る

　

な
ど
に
よ
り
、
家
庭
で
保
育
し

て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど

も
の
み
入
所
が
可
能
で
す
。

●
提
出
書
類

１
．
保
育
所
入
所
申
込
書

２
．
保
育
所
入
所
申
込
補
助
表

３
．
勤
務
等
証
明（
申
告
）書

４
．
平
成
25
年
分
源
泉
徴
収
票
ま

た
は
確
定
申
告
書
の
控
え

※
１
～
３
の
書
類
は
12
月
２
日
月

か
ら
こ
ど
も
未
来
課
で
配
布
し
ま

す
。
右
記
以
外
の
書
類
が
必
要
な

場
合
も
あ
り
ま
す
。

●
受
付
期
間　
12
月
６
日
金
～
平

成
26
年
１
月
10
日
金

※
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末

年
始（
12
月
29
日
～
平
成
26
年
１

月
３
日
）は
除
き
ま
す
。

●
受
付
時
間　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

※
12
月
19
日
木
と
平
成
26
年
１
月

６
日
月
は
、
午
後
８
時
ま
で
受
け

付
け
ま
す
。

●
受
付
場
所　
こ
ど
も
未
来
課

※
現
在
、
保
育
所
入
所
児
童
が
い

る
家
庭
は
、
各
保
育
園
を
通
じ
て

連
絡
し
ま
す
の
で
、
新
規
入
所
児

童
分
も
あ
わ
せ
て
保
育
園
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　
こ
ど
も
未
来
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
４
８

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

移
動
献
血
車
が
市
役
所
に
や
っ

て
き
ま
す
。
慢
性
的
に
血
液
が
不

足
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
日

時　
11
月
28
日
木
・
午

前
９
時
～
正
午

●
場

所　
市
役
所
正
面
玄
関
横

●
問
合
先　
福
祉
支
援
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
７
０

燻く
ん

製
づ
く
り
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か

　

チ
ー
ズ
に
ホ
タ
テ
、
ベ
ー
コ
ン

と
本
格
的
な
燻
製
を
作
り
ま
す
。

●
期

日　
12
月
７
日
、
14
日
、

平
成
26
年
１
月
11
日
、
25
日

※
い
ず
れ
も
土
曜
日
。

●
時

間　
午
前
９
時
30
分
～

正
午

●
場

所　
中
央
公
民
館

●
募
集
人
数　
18
人（
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

●
参
加
料　
700
円

※
食
材
費（
１
回
500
円
程
度
）が
別

途
必
要
。

●
申
込
方
法　
11
月
25
日
月
ま
で

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い

※
中
央
公
民
館
窓
口
で
も
申
し
込

み
で
き
ま
す
。

●
申
込
・
問
合
先　
中
央
公
民
館

　
☎（
２
４
６
）２
３
２
１

　
ＦＡＸ（
２
４
６
）０
２
７
７

○
メ
ー
ル
…koum

inkan@
city.

nakam
a.lg.jp

第
４
回
中
間
市
中
学
生

英
語
暗
唱
大
会
を
開
催

　

中
間
市
内
４
中
学
校
の
各
学
年

代
表（
各
学
校
、
学
年
２
人
ず
つ

の
合
計
24
人
）に
よ
る
英
語
暗
唱

大
会
を
開
催
し
ま
す（
暗
唱
課
題

は
学
年
別
で
す
）。

　

中
学
生
の
生
き
生
き
と
し
た
発

表
の
姿
を
ご
参
観
く
だ
さ
い
。
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日

時　
11
月
30
日
土
・
午

前
９
時
30
分
～

●
場

所　
中
央
公
民
館

●
問
合
先　
学
校
教
育
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
２
３

親
子
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　

音
楽
教
育
的
な
要
素
を
取
り
入

れ
た
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
を
親
子
で
一

緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
参
加
希

望
者
は
当
日
、
直
接
会
場
へ
来
て

く
だ
さ
い
。

●
日

時　
11
月
21
日
木　

午

前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場

所　
な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ

ー
ホ
ー
ル

●
参
加
対
象　

１
歳
６
か
月
～
４

歳
ま
で
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

●
参
加
料　
無
料

●
持
っ
て
く
る
物　
お
茶
、
運
動

の
で
き
る
服
と
靴（
大
人
用
・
子

ど
も
用
）、
バ
ス
タ
オ
ル
１
枚

※
ジ
ー
ン
ズ
・
ボ
タ
ン
の
あ
る
服

は
不
可
。

●
問
合
先　
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

　
☎（
２
４
５
）５
５
５
７

無
料
調
停
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

　

裁
判
所
の
民
事
調
停
委
員
や
家

事
調
停
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の

で
、
一
人
で
悩
ま
ず
お
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日

時　
11
月
28
日
木
・
午

前
９
時
30
分
～
午
後
零
時
30
分

●
場

所　
八
幡
西
区
役
所（
八

幡
西
区
黒
崎
三
丁
目
15
‐
３
）

●
相
談
内
容

○
民
事
関
係
…
消
費
者
金
融
、
通

信
販
売
、
金
銭
貸
借
、
売
買
取

引
、
近
隣
関
係
な
ど

○
家
事
関
係
…
離
婚
、
遺
産
分
割
、

夫
婦
・
親
子
の
問
題

●
相
談
料　
無
料

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
、
受

付
順
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
問
合
先　
小
倉
調
停
協
会

　
☎（
５
６
１
）３
４
３
１

身近な役立つ情報を
お届けします

Infomation

くらしの
情報
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第
22
回
暴
力
追
放

福
岡
県
民
大
会
を
開
催

●
日

時　
11
月
22
日
金
・
午

後
２
時
～
４
時

●
場

所　
北
九
州
芸
術
劇
場

（
小
倉
北
区
室
町
一
丁
目
１
‐
１
）

●
内

容　
暴
力
追
放
功
労
者

表
彰
、
特
別
講
演
な
ど

●
問
合
先　
（
公
財
）福
岡
県
暴

力
追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
２（
６
５
１
）８
９
３
８

市
民
後
見
人
養
成
講
座
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

　

認
知
症
や
知
的
・
精
神
障
が
い

な
ど
に
よ
り
判
断
能
力
の
不
十
分

な
人
の
尊
厳
を
守
り
、
そ
の
人
ら
し

い
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
市
民
後

見
人
の
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日（
全
15
回
）　
平
成
26
年
１

月
11
日
土
～
３
月
29
日
土

※
基
礎
編
を
１
月
に
４
回
、
応
用

編
を
２
～
３
月
に
11
回
開
催
。

●
時

間　
午
前
９
時
～
午
後

５
時

●
場

所　
ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま

●
申
込
方
法　
中
間
市
社
会
福
祉

協
議
会
、
介
護
保
険
課
、
福

祉
支
援
課
に
備
え
付
け
の
申
込

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
必
要
書
類
を
添
付
し
郵
送

ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い

※
申
込
用
紙
を
郵
送
請
求
す
る
場

合
は
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
締
切　
12
月
２
日
月

●
対
象
者　
次
の
す
べ
て
に
当

て
は
ま
る
人　

○
中
間
市
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人

や
近
隣
市
町
在
住
の
人

○
心
身
と
も
に
健
康
で
22
歳
以
上

70
歳
未
満
の
人

○
社
会
貢
献
に
意
欲
と
熱
意
が
あ

る
人

※
応
募
資
格
な
ど
詳
し
く
は
、
申
込

書
類
の
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
受
講
料　

無
料（
別
途
テ
キ

ス
ト
代
が
必
要
）

●
申
込
・
問
合
先　
中
間
市
社
会

福
祉
協
議
会（
〒
809
‐
０
０
１
８

通
谷
一
丁
目
36
‐
10
）

　
☎（
２
４
３
）３
３
８
７

　
ＦＡＸ（
２
４
４
）１
２
２
０

危
険
物
安
全
週
間
の

推
進
標
語
を
募
集

　

毎
年
６
月
の
危
険
物
安
全
週
間

の
行
事
を
推
進
す
る
た
め
、
危
険

物
災
害
の
防
止
と
危
険
物
の
貯

蔵
・
取
り
扱
い
の
安
全
を
呼
び
か

け
る
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
方
法

○
は
が
き
…
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）、
電
話
番
号

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

は
が
き
１
枚
に
つ
き
標
語
を
１

点
と
し
ま
す

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
…
（
一
財
）

全
国
危
険
物
安
全
協
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　

http://w
w
w
.zenkikyo.or.jp

●
応
募
締
切　
12
月
10
日
火
・
必
着

※
入
選
し
た
場
合
は
、
ご
本
人
に

通
知
す
る
と
と
も
に
、消
防
庁
と（
一

財
）全
国
危
険
物
安
全
協
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
関
係
新
聞
な
ど
に
作
品

と
名
前
、
お
住
ま
い
の
都
道
府
県
・

市
区
町
村
名
を
発
表
し
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
応
募
・
問
合
先　
（
一
財
）全

国
危
険
物
安
全
協
会（
〒
105
‐

０
０
０
１
東
京
都
港
区
虎
ノ
門

二
丁
目
９
‐
16
）

　
☎
０
３（
３
５
９
７
）８
３
９
３

第
13
回
福
岡
県
ね
ん
り
ん

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
祭

●
日

時　
11
月
24
日
日
・
午

前
10
時
～

●
場

所　
黒
崎
ひ
び
し
ん
ホ

ー
ル（
北
九
州
市
八
幡
西
区
岸

の
浦
二
丁
目
１
‐
１
）

●
内

容　
野
口
健（
登
山
家
）

に
よ
る
記
念
講
演
、
合
唱
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
、
各
種
体
験
コ
ー

ナ
ー
、
70
歳
現
役
応
援
セ
ン
タ

ー
出
張
相
談
会
な
ど

●
問
合
先　
福
岡
県
ね
ん
り
ん

ス
ポ
ー
ツ
実
行
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
９
２（
５
８
４
）３
３
７
７

指
名
手
配
被
疑
者
の
逮
捕
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
警
察
で
は
、
11
月
に
全
国
警
察
の

総
力
を
挙
げ
て
指
名
手
配
被
疑
者

の
追
跡
捜
査
を
行
い
、
被
疑
者
の
早

期
逮
捕
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

指
名
手
配
被
疑
者
の
発
見
に

は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

が
必
要
で
す
。「
あ
の
ポ
ス
タ
ー

の
犯
人
に
似
て
い
る
人
が
い
た
」

と
い
っ
た
情
報
や
わ
ず
か
な
こ
と

で
も
結
構
で
す
の
で
、
警
察
に
通

報
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
先　
折
尾
警
察
署

　
☎（
６
９
１
）０
１
１
０

地
域
福
祉
セ
ミ
ナ
ー
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　

参
加
は
無
料
で
申
込
不
要
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日

時　
12
月
14
日
土
・
午

後
６
時
～
８
時

●
場

所　
中
央
公
民
館

●
テ
ー
マ　
発
達
障
が
い
者
へ

の
理
解
と
支
援
～
大
人
の
発
達

障
が
い
に
つ
い
て
～

●
講

師　
永
吉
美
砂
子
さ
ん

（
宗
像
水
光
会
総
合
病
院
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
医
長
）

●
内

容　
成
人
し
て
発
達
障

が
い
と
診
断
さ
れ
た
人
へ
の
理

解
や
支
援
の
あ
り
方
と
、
そ
の

特
徴
や
現
在
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
か

●
問
合
先　
障
害
者
地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
パ
ル
ハ
ウ
ス
ぼ

ち
ぼ
ち

　
☎（
２
４
３
）３
３
８
７

全
国
一
斉
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
強
化
週
間

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
、
つ
き
ま
と
い
な
ど
女
性
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
の
相

談
に
、
人
権
擁
護
委
員
と
法
務
局

職
員
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま

す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

●
期

間　
11
月
18
日
月
～
24

日
日
・
午
前
８
時
30
分
～
午
後

７
時

※
土
曜
・
日
曜
日
は
午
前
10
時
～

午
後
５
時
で
す
。

○
相
談
電
話
番
号

　
☎
０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

●
問
合
先　
福
岡
法
務
局
人
権

擁
護
部

　
☎
０
９
２（
８
３
２
）４
３
１
１

あ
す
ば
る
男
女
共
同

参
画
２
０
１
３
を
開
催

　
「
あ
な
た
の
力
が
未
来
を
ひ
ら

く
～
認
め
合
い
、
支
え
合
い
、
一

歩
前
へ
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
あ
す

ば
る
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
１
３
を
開
催
し
ま
す
。

●
期

日　
11
月
23
日
土
、
24

日
日

●
時

間　
午
前
10
時
～
午
後

４
時

●
場

所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ

ザ（
春
日
市
原
町
三
丁
目
１
‐
３
）

●
内

容　
第
12
回
福
岡
県
男

女
共
同
参
画
表
彰
式
、
基
調
講

演
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
バ
ザ
ー
、

ふ
る
さ
と
産
直
ふ
れ
あ
い
市
な
ど

●
問
合
先　
福
岡
県
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー
あ
す
ば
る

　
☎
０
９
２（
５
８
４
）１
２
６
１
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さわやかな秋晴れとなったこの日、
なかまハーモニーホールで中間市の
三大祭りの一つである「筑前中間や
っちゃれ祭」が開催されました。芸
能まつりやステージイベント、露店
の出店など、内容は盛りだくさん。
この日のために各校区で手作りした
子ども山笠が「わっしょい、わっし
ょい」と元気に会場を練り歩くと、
来場者からは歓声が上がっていまし
た。会場を訪れた約１万人もの人は、
思い思いに祭を楽しんでいました。

みんなで盛り上がり会場内が沸いた秋祭
10 月 20 日・第 35 回筑前中間やっちゃれ祭

新生児親子を対象に埴生公園で「緑の日」記念植樹祭が
行われました。今年は、11月10日に初日を迎える大相
撲九州場所に合わせ、中間市に宿舎と稽古場を構えた
武蔵川親方と、部屋に所属する２人の力士がお祝いに
駆けつけてくれました。市内で平成 24年１月１日から
平成24年12月31日までに生まれたお子さんは282人。
参加者 59組の親子は、子どもたちの健やかな成長を
願って植えられた十月桜の前で記念撮影を行いました。

力士のように丈夫に育って
10 月 27 日・第 27 回「緑の日」記念植樹祭

フォトショット

まちのわだい

楽しいイベントや地域の話題などをお届けします

田中栄子さん（中底井野）が、北海道月形町の観光大使
に就任しました。田中さんは、４年ほど前から月形町の
町名の由来となった中間市出身の月形潔の研究を始めま
した。月形潔は、明治維新後、北海道開拓を命じられ、
その人柄から開拓の恩人として町名の由来となったと言
われています。月形町長から福岡で町のことを広めるよ
う依頼された田中さんは、「地元ではほとんど知られて
いない月形氏の功績を広めたい」と話しました。

月形氏の功績を広めたい
10 月 19 日・田中栄子さんが表敬訪問

広報なかま 11月 10日号
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まちのわだい

体育文化センターを中心に、なかまスポーツフェスタ
が開催されました。中間市スポーツ少年団は希望が丘
高校吹奏楽部が演奏するマーチに乗せて入場行進。揃
いのユニフォームで元気に行進する姿が観客の手拍子
を誘いました。恒例となった綱引きでは、希望が丘高
校相撲部がまわし姿で初参加し圧勝。大きな声援が飛
び交うなど、参加者が一体となり会場は盛り上がりを
見せました。

ユニフォームで元気に行進
10 月 13 日・なかまスポーツフェスタ 2013

17

秋の交通安全県民運動週間のこの日、県道中間・引野
線の沿道で、交通安全街頭啓発が行われました。中間
市交通安全推進協議会や折尾警察署員など約 50人が
参加し、交通安全を啓発するチラシなどを運転手に手
渡しました。秋は日照時間が短く、視界が悪い時間が
長くなるため、特に高齢者の事故が増加します。交通
事故による犠牲者を出さないよう、十分交通安全に注
意を払いましょう。

Nakama City Public Relations

中間市老人クラブ連合会が、全国老人クラブ連合会健
康づくり活動部門2013活動賞を受賞したことを松下
俊男市長に報告しました。中間市老人クラブ連合会は、
産業医科大学医学部の学生と提携し、毎年その時代に
合ったテーマの講演会を開催しています。その功績が
認められ今回の受賞に至りました。「健康寿命を延ばす
ためには教育が大切。体と脳の健康を促進するためさ
らに活動を発展させていきたい」と会員は話しました。

健康寿命を延ばすために
９月 30 日・中間市老人クラブ連合会が表敬訪問

みんなで守ろう交通ルール
９月 26 日・交通安全街頭啓発

中底井野の大豆畑で枝豆狩りが行われました。秋の恒例
行事となったことのイベントには、午前８時30分の開始
時刻前から長蛇の列。開始時刻を迎えると、参加者は実
の詰まり具合を確認しながら熱心に狩っていました。こ
の日の来場者はおよそ1,300人で、7,200㎡の畑の豆は午
後１時までにほぼ収穫されました。今年の豆も普通の大
豆（フクユタカ）と黒大豆（丹波黒）を交配して作ったもの。
収穫したみなさん、枝豆の味はいかがでしたか。

抱えきれないほど大漁だ
10 月 12 日・枝豆狩り
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が
家 のわ

すこやか
ちゃん
すこやか
ちゃん

18

車とさんぽが大好きな颯
ちゃん。元気いっぱい育
ってね。

H23. ８.16 生
（扇ヶ浦四丁目）

西
にしはら

原 颯
そ う た

太ちゃん

とってもやんちゃな智哉
くん。９月にとうとうお
兄ちゃんになりました。

H23.12. ２生
（上底井野）

谷
たにいし

石 智
と も や

哉ちゃん
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「
花
が
見
え
る
中
間
市
づ
く
り

作
戦
」に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　

中
間
市
を
花
い
っ
ぱ
い
に
す
る
会
で

は
、
市
内
の
街
並
み
を
花
で
潤
い
の
あ

る
通
り
に
し
て
い
く
た
め
、
会
で
製
作

し
た
花
苗
付
特
製
プ
ラ
ン
タ
ー
を
希
望

す
る
人
に
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
。
み

な
さ
ん
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
貸
出
期
間　
11
月
21
日
木
～
平
成
26

年
５
月
31
日
土

●
申
込
方
法　
中
央
公
民
館
に
電
話
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い（
先
着
順
）

●
貸
出
対
象　
自
宅
敷
地
内
の
市
民
の

目
に
ふ
れ
る
場
所
に
設
置
で
き
る
人

で
、
花
の
様
子
を
１
枚
写
真
に
撮
り

提
供
で
き
る
人

●
貸
出
数　

40
台（
１
家
族
２
台
ま

で
）

●
貸
出
方
法　
11
月
21
日
木
、
22
日
金

の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

に
中
央
公
民
館
で
受
け
取
っ
て
く
だ

さ
い

●
申
込
・
問
合
先　
中
央
公
民
館

　
☎（
２
４
６
）２
３
２
１

中
間
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

創
立
50
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

　

創
立
50
周
年
記
念
式
典
・

　

老
人
大
学
・
芸
能
祭

●
日

時　
11
月
19
日
火
・
午
前
10

時
30
分
～

●
場

所　
な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ

ー
ル

●
内

容

○
記
念
式
典

○
記
念
講
演
…
「
中
高
年
は
日
本
の
た

か
ら（
財
産
）」
を
テ
ー
マ
と
し
た
矢

野
大
和
さ
ん（
大
分
県
観
光
特
使
）に

よ
る
講
演
会

○
芸
能
祭
…
チ
ン
ド
ン
チ
ー
ム
の
演
技
、

校
区
推
薦
選
抜
チ
ー
ム
の
演
技
な
ど

※
記
念
品
が
当
た
る
抽
選
会
を
行
い
ま
す
。

　

全
老
連
会
長
表
彰
「
活
動
賞
」

　

受
賞
記
念
講
演
会

●
日

時　
12
月
３
日
火
・
午
前
10

時
～
11
時
30
分

●
場

所　
中
央
公
民
館

●
テ
ー
マ　
地
域
の
輪（
和
）が
長
寿

社
会
を
幸
せ
に
す
る
～
お
友
達
の
貯

え
は
あ
り
ま
す
か
？
～

●
講

師　

久
保
達
彦
さ
ん（
産
業

医
科
大
学
医
学
部
公
衆
衛
生
学
教
室

講
師
医
学
博
士
）、
産
業
医
科
大
学
医

学
部
学
生

　

い
ず
れ
も

●
参
加
料　
無
料

●
問
合
先　
中
間
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会

　
☎（
２
４
５
）８
４
３
２

中間市公式キャラクター
「なかっぱ」

このページは、みなさんで作るコー
ナーだぬん。イラストやエッセイ、
お知らせなど待ってるぬん。「すこや
かちゃん」「文芸歳時記」も応募して
ほしいぬん。
● 応募・問合先　総務課広報広聴係
（809‐8501 中間一丁目１番１号）

　☎（246）6271
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灯
油
を
こ
ぼ
し
た
と
き
は
、
小
麦
粉
や
洗
濯
用
の
粉
石
鹸
を
ふ
り
か
け
て
、
十
分
に
吸
い
取
ら
せ
、
ほ
う
き
で
は
わ
い
て
、
軽
く
水
拭
き
す
れ
ば
に
お
い
が
残
ら
な
い
。

知
っ
て
て
損
は
な
い

豆
知
識

匂
ひ
立
つ
朝
の
厨
の
今
年
米

　
　
　
扇
ヶ
浦
四
丁
目	

樋
　
口
　
か
な
え

窓
開
け
て
一
望
の
海
天
高
し

　
　
　
太
賀
二
丁
目	

白
　
石
　
紀
　
子

い
つ
の
間
に
種
は
じ
き
た
る
鳳
仙
花

　
　
　
通
谷
五
丁
目	

後
　
藤
　
欣
　
子

中
天
の
真
澄
の
月
を
寝
惜
し
め
る

　
　
　
太
賀
一
丁
目	

中
　
山
　
富
　
子

草
の
花
摘
み
つ
つ
戻
る
夕
ま
ぐ
れ

　
　
　
太
賀
一
丁
目	

緒
　
方
　
益
　
子

末
永 

あ
つ
し 

選

俳 

句

同
窓
会
間
近
に
せ
ま
り
背
伸
び
す
る

　
　
　
通
谷
五
丁
目	

吉
　
田
　
ま
ど
る

幼
な
子
も
踊
り
つ
か
れ
て
父
の
背
に

　
　
　
弥
生
一
丁
目	
鶴
　
田
　
春
　
枝

簡
単
に
夏
は
や
っ
ぱ
り
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

　
　
　
中
間
三
丁
目	

武
　
田
　
耶
須
子

聞
き
上
手
頷
く
だ
け
で
誉
め
ら
れ
る

　
　
　
通
谷
六
丁
目	

前
　
田
　
廣
　
次

実
況
放
送
よ
く
も
ま
あ
ま
わ
る
舌

　
　
　
鍋
山
町	

金
　
子
　
哲
　
也

吉
富 

廣 

選

川 
柳

中
間
市
短
歌
会

短 

歌

文芸歳時記

▶中間市に相撲部屋を構えた武蔵川部屋の親方（元横綱・武蔵丸）に先日お会
いしました。当然だけどとても大きい。初めて見る大横綱に、ただただ圧倒
されました。でも、お姫様抱っこしてほしかったと思う今日このごろです（謙）
▶植樹祭での新生児記念撮影。カメラのファインダーをのぞくと、小さな新
生児に頬を寄せ、喜びが伝わってくるような家族の笑顔が。どの家族も子育
てに必要な充分な協力や支援を受け、この笑顔が続くことを願います。（悠）

編集後記

ち
く
て
つ
電
車
ま
つ
り
２
０
１
３

●
期

日　
11
月
23
日　
、
11
月
24

日
日

●
場

所　
筑
豊
電
気
鉄
道
黒
崎
車

両
工
場（
西
黒
崎
駅
横
）　

●
内

容　
ミ
ニ
電
車
の
運
行
、
運

転
室
見
学
、
こ
ど
も
用
制
服
試
着
コ
ー

ナ
ー
、
働
く
ク
ル
マ
コ
ー
ナ
ー
な
ど

※
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
シ
ル

バ
ニ
ア
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ョ
ー
、
23
日
に

は
中
間
市
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ナ
ッ
カ
マ

ン
」、
24
日
に
は
人
気
沸
騰
中
の
お
笑

い
コ
ン
ビ
「
ど
ぶ
ろ
っ
く
」
が
や
っ
て

来
ま
す
。

●
問
合
先　
電
車
営
業
所

　
☎（
６
１
９
）３
０
７
７

追
憶
も
今
日
の
憂
い
も
朝
顔
の
折
り
た
た
ま
れ
し
花
の
な
か
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
央
三
丁
目	

掛
　
田
　
清
　
香

雨
あ
が
り
台
風
消
え
て
す
す
き
葉
の
さ
や
か
な
揺
れ
に
秋
隣
り
知
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
通
谷
一
丁
目	

宮
　
崎
　
弥
　
生

ダ
イ
ヤ
な
ど
欲
し
が
ら
ぬ
我
の
欲
る
も
の
は
心
ゆ
さ
ぶ
り
く
る
る
一ひ

と
と
き時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
扇
ヶ
浦
二
丁
目	

髙
　
田
　
厚
　
子

八
月
の
カ
レ
ン
ダ
ー
の
絵
灯
火
の
蓮
の
う
て
な
に
亡
き
人
偲
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
手
ノ
内
一
丁
目	

岡
　
本
　
マ
キ
子

真
夏
日
に
緑
の
稲
穂
風
う
け
て
大
海
を
渡
る
波
の
ご
と
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
通
谷
二
丁
目	

山
　
下
　
純
　
子
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祝

10月27日、第２回中間市小学生相撲大会が中間南小学校
で開催されました。参加者は63人。競技内容は学年別の
個人戦で、どの学年でも熱戦が繰り広げられました。中に
は負けた悔しさから涙を流す子どもの姿も。意地と意地が
ぶつかり合った取り組みに、観客も大興奮の様子でした。

今月の表紙

■撮影データ
　レンズ28 〜 135㎜　1/200秒　F10　ISO400

なかま健康づくり講座を行いました
10 月４日～26日にかけて、市内小学校区６か所で保健セ
ンターの栄養士や保健師が健康寿命やバランスのよい食
事、ウォーキングなどについて講話をしました。いつまで
もいきいきとした生活を送るためには、生活習慣病予防が
大切であることを伝え、健診の案内を行いました。
■参加者　○西校区…22人、○南校区…30人、○中間校
区…29人、○東校区…28人、○北校区…49人、○底井
野校区…16人　

保健センターでは各地区で健康づくり講座を開催しています
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中
間
市
歴
史
の
旅

新
知
故
温

弁天座（大正時代）

有
料
広
告
欄

其
の
二
十 

市
初
の
劇
場「
弁
天
座
」

　
「
弁
天
座
」
は
１
９
１
６
（
大
正
５
）

年
に
新
手
炭
坑
の
労
務
を
し
て
い
た
松

本
紫し

お
き
ち

男
吉
が
本
町
に
建
て
た
本
格
的
な

劇
場
の
こ
と
で
す
。
こ
の
「
弁
天
座
」

の
名
の
由
来
は
、
岩
崎
炭
鉱
で
富
を
得

た
岩
崎
寿す

き
ぞ
う

喜
蔵
が
芝
居
小
屋
掛
け
し
た

も
の
が
最
初
と
い
わ
れ
ま
す
。
岩
崎
の

弁
天
座
は
、
回
り
舞
台
が
あ
る
立
派
な

も
の
で
し
た
が
、
屋
根
は
簡
単
な
藁わ
ら
ぶ葺

き
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
さ
て
、松
本
が
建
て
た「
弁
天
座
」は
、

花
道
・
奈な

ら
く落
・
回
り
舞
台
・
升
席
が

あ
る
立
派
な
も
の
で
、
劇
場
内
で
は
座

布
団
を
売
る
人
ま
で
い
た
よ
う
で
す
。

　
普
段
の
出
演
者
は
旅
芸
人
が
多
く
、

「
忠
臣
蔵
」「
国く

に
さ
だ
ち
ゅ
う
じ

定
忠
治
」
な
ど
を
出

し
物
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
年
に
１
、

２
度
は
か
な
り
有
名
な
役
者
が
訪
れ

て
い
た
よ
う
で
、
尾お

の
え
ま
つ
ご
ろ
う

上
松
五
郎
や
駆
け

落
ち
中
だ
っ
た
松
井
須
磨
子
と
島
村

抱ほ
う
げ
つ月
も
出
演
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
弁
天
座
は
劇
場
と
映
画

館
を
兼
ね
た
「
中
間
劇
場
」
に
改

称
、
戦
後
に
は
映
画
館
を
主
体
と
し

た
「
名
画
座
」
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
変
化
の
背
景
に
は
、
戦
後
の
映
画

人
気
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
１
９
４
９

（
昭
和
24
）年
発
行
「
遠
賀
郡
の
実
態
」

に
よ
る
と
、
昭
和
町
に
あ
っ
た
東
洋

映
画
劇
場
の
年
間
観
客
数
は
28
万
人

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
後
は
テ
レ
ビ
の
登
場

と
炭
鉱
の
閉
山
が
重
な
り
、
映
画
館

「
名
画
座
」
は
観
客
が
減
少
。
昭
和
40

年
代
に
閉
館
し
ま
し
た
。

中
間
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

中間市ホームページバナー広告・その他エリア自治体広告もお任せください！中間市ホームページバナー広告・その他エリア自治体広告もお任せください！
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